
特長
• 放射線画像システム（PACS）、放射線情報システム（RIS）、読影レポートシステム
（Report）を、仮想化技術の利用により、耐障害性及び拡張性の高いシステムを構築
しています。

• 2020年度の医療法施行規則の一部改正に伴い、線量管理システム「DoseChecker」
を導入し、厚労省のガイドラインに沿った照射線量の管理、および照射線量の最適化活
動をサポートできるシステムを構築しています。

• 匿名化された画像データを院外データセンターへ送り、セキュリティ管理のもと院外から緊急
時の画像診断 コンサル及び、新型コロナ時の自宅リモート読影トレーニング（新人医師
教育）にも活用されております。

システムフロー

PACS/RIS/Reportシステム
（製品名：XTREK SERVER、ACTRIS、LUCID 他）



XTREK FESTA（院外画像参照サービス）

Gateway PC

院内PACS

データセンター

院外画像参照
PC・iPad・iPhone
など

インターネット回線

IP-VPN
(閉域網回線)

院内Client

HDD

データセンターにて一定容量で保管、
古いデータから順に自動削除

PACS Server

用途に合わせて、100GBタイプ/500GBタイプの選択が可能です。

院外画像参照 システムフロー

院外画像参照サービス
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